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Ce CU2 Si2 ~C:対して行なわれた実験結果の解析を行い， f 電子の、波動関数の推定を行った。




マン一フランツ則の値よりも小さくなる乙とを明らかにした。乙れらの結果は， Ce CU6や Ce A13 ~C:対
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して行われた実験結果を定性的によく説明する乙とを述べた。
第 5 章では， U P t 3 ~C:対する超音波吸収係数と弾B性定数 lとみられる，低温領域で、の異常な振舞いにつ

















存性についての計算を行い，その結果を用いてCeCu6 や CeA1 3 の実験結果を定性的に説明している。
(4) 極低温で超伝導に転移する U Pt 3の低温領域で=の超音波吸収係数，弾性定数にみられる異常な振舞い
は，重い電子系を形成している f 電子系の反強磁性的スピン揺らぎにより生じている乙とを指摘し，そ
れらの実験結果の説明を試みている。
局所的電子相関の研究は，高温超伝導物質の超伝導発生機構の解明にも深い関わりを持ち，非常に大切
な乙とであるo しかしながら，典型的な多体問題である局所的電子相関の正確な研究は，まだ緒についた
ばかりであるo その中で，以上のように，本論文は局所的電子相関によって生ずる重い電子系の動的性質
について調べ，種々の実験結果の定性的な説明を与えており，その成果は，乙れらの物質系の基礎研究，
応用研究に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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